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（開会） 

 

 

 ただいまより、令和８年度第１回登米市子ども・子育て会議 

を開会いたします。 

本日の会議は、登米市審議会等の会議の公開に関する指針第

５条第１項の規定に基づき、傍聴席を設けておりますことをお

知らせいたします。 

それでは開会にあたりまして、千葉会長よりご挨拶をいただ

きます。 

 

 

（開会挨拶） 

 

 

本会議は、登米市子ども・子育て会議条例第５条第２条の規

定により、委員の過半数の出席をもって成立いたします。本日

は10名中７名の委員にご出席いただいており、会議が成立して

いることをご報告いたします。 

本日出席の市職員につきましては、事前配布の委員名簿裏面

の職員名簿にてご確認をお願いいたします。 

それでは、条例第５条第１項の規定に基づき、千葉会長に議

事の進行をお願いいたします。 

 

 

それでは議事に移ります。議事（１）第３期登米市子ども・

子育て支援事業計画の点検・評価について、事務局からご説明

をお願いいたします。 

 

 

（資料１に基づき説明） 

 

 

説明が終わりましたので、質疑を受けたいと思います。 

私からは３点申し上げます。 

11ページの放課後子ども教室については、高齢者と子どもが

交流するこの取り組みは、子どもたちの出席率も高く、大変充

実した活動であると感じております。 

31ページの父親の育児休業については、現在の30代・40代で

は育児休業取得が当たり前のこととして定着しつつあり、バッ

クアップ体制も整備されていることを評価しております。 

34ページの子どもの意見表明については、市が主催して小学

６年生が市の未来構想を発表するような場を設けることも、子

どもたちにとって有意義な取り組みになるのではないかと考え

ます。 

他にご質問、ご意見ございませんでしょうか。 
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（なし） 

 

 

 無いようですので、（１）については、事務局案の内容でよ

いか、お諮りいたしたいと思います。 

（１）について、事務局案の内容で決定してよろしいでしょう

か。 

 

 

（異議なし） 

 

 

それでは、事務局案の通り決定いたします。 

次に（２）乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）に

ついて、事務局から説明をお願いいたします。 

 

 

（資料２に基づき説明） 

（補足１：本日時点の利用状況として、認定者数は15人、利用

実績は１件（豊里こども園）にとどまっている。県内では５月

時点で７割の自治体が利用ゼロであり、県内利用の約７割が仙

台市に集中している。利用が少ない主な要因としては、保護者

のリフレッシュや子どもの社会性育成というメリットが対象世

帯に十分に伝わっていないことが考えられる。今後は子育て支

援センター等へのチラシ掲載など、対象世帯への周知を強化す

る。） 

（補足２：きらり保育園佐沼・きらり保育園加賀野の２施設に

ついては、利用状況を踏まえ、一般型から余裕活用型へ変更し

た。） 

 

 

説明が終わりましたので、質疑を受けたいと思います。 

ご質問、ご意見ございませんでしょうか。 

 

 

当園が運営するすみれ保育園（企業主導型）での一時預かり

を周知いたしましたところ、アメリカから一時帰国されたご家

庭が複数ご利用いただきました。このような多様なニーズに対

応するため、民間の認可外施設も含め、問い合わせがあった際

に市から情報提供いただけるようお願いいたします。以前、広

報とめに掲載いただいた際にも効果がございましたので、広報

紙の活用についてもご検討いただければと思います。 

 

 

掲載可否を確認の上、情報提供・広報掲載について検討いた

します。 
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「広報とめ」は多くの市民がご覧になっておりますので、積

極的にご活用いただければと思います。 

他にご質問、ご意見ございませんでしょうか。 

 

 

（なし） 

 

 

無いようですので、（２）については、事務局案の内容でよい

か、お諮りいたしたいと思います。 

（２）について、事務局案の内容で決定してよろしいでしょう

か。 

 

 

（異議なし） 

 

 

それでは、事務局案の通り決定いたします。 

次に（３）子育て世帯訪問支援事業について、事務局から説

明をお願いいたします。 

 

 

（資料３に基づき説明） 

（訂正：資料中の利用時間について、「１回１時間」と記載して

いるが、正しくは「１回２時間以内」である。） 

（補足：現在、利用に関する相談は寄せられているが、実施に

は至っていない。近々申請を予定している世帯もあり、個別に

支援の準備を進めている。） 

 

 

説明が終わりましたので、質疑を受けたいと思います。 

この事業につきましては、「広報とめ」等での周知はされてい

ますでしょうか。 

 

 

 現在はホームページへの掲載にとどまっております。 

 

 

一般市民の方はホームページをご覧になる機会が少ないかと

思いますので、「広報とめ」の活用をご検討いただければと思い

ます。他にご意見等はございますでしょうか。 

 

 

主任児童委員を行っておりますが、このような事業があるこ

とが知りませんでした。周囲にお伝えできれば、支援が必要な

家庭への対応が円滑に進むと思います。より広く周知していた

だくようお願いいたします。 
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私も同様に事業を知りませんでした。資料を頂いてから市の

ホームページを見ましたが、情報へのアクセスが難しいという

印象がございました。 

また、対象期間を「出産後１年まで」とされている根拠につ

いてお伺いいたします。共働き世帯では送迎が大変になるケー

スもあり、１年という期間では対応が難しい場合もあるのでは

ないかと感じました。 

 

 

国の制度上は18歳未満まで対象とすることが可能でございま

す。ただ、本事業は今年度の新規開始であり、支援ニーズが最

も高く把握しやすい乳児期を対象として開始することといたし

ました。制度が定着した段階で、対象の拡大についても検討し

てまいります。 

 

 

他にご質問、ご意見ございませんでしょうか。 

 

 

（なし） 

 

 

無いようですので、（３）については、事務局案の内容でよい

か、お諮りいたしたいと思います。 

（３）について、事務局案の内容で決定してよろしいでしょう

か。 

 

 

（異議なし） 

 

 

それでは、事務局案の通り決定いたします。議事については、

以上となります。 

続きまして、報告（１）教育・保育ニーズ及び施設再編に関

するアンケート調査結果について、事務局から説明をお願いい

たします。 

 

 

（参考１、２に基づき説明） 

 

 

このことについて、ご質問等はございますでしょうか。 

私からは、19ページの空き施設を活用した全天候型屋内遊び

場のリノベーションについてお伺いいたします。大変魅力的な

取り組みだと思いますが、具体的な検討状況はいかがでしょう

か。移住促進・定住促進にも資する取り組みとして期待してお

ります。 
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現在、職員提案として県内外の施設の視察・調査研究を準備

しているところでございます。冷暖房・安全管理・運営体制等

の課題整理も含め、検討を進めてまいります。 

 

 

様々な課題があるかと思いますが、一つひとつクリアしてい

ただき、地域の魅力向上につながる取り組みとして進めていた

だければと思います。 

その他、ご意見等はございますでしょうか。 

 

 

４月から開始された５歳児健診の目的について、ご説明いた

だけますでしょうか。 

 

 

５歳児健診は、これまで３歳６か月健診が最後であったとこ

ろ、集団生活の中で顕在化する発達上の課題を早期に把握し、

専門相談へつなぐことを目的として、今年度から新たに開始し

たものでございます。 

 

 

当園でも、５歳児健診を受けたお子さん２名が療育につなが

りました。就学まで１年以上の期間がある段階で早期にケアが

できることは大変意義深く、現場としても大変心強く感じてお

ります。 

ぜひ5歳児健診を大切にしていただきたいと思います。また、

保育施設から学校への情報引き継ぎが担任交代等で途切れる

ケースがございます。 

教育委員会においても５歳児健診の意義をご理解いただき、

保育施設との連携強化と就学後の継続的な支援をお願いしたい

と思います。 

 

 

これまで就学時健診で発達障害の可能性が疑われたまま入学

するお子さんも多くおりました。５歳の時点での早期把握によ

り、スムーズな就学接続が図られるものと期待しております。

今後も幼稚園・こども園・保育所との連携を深め、担任が変わっ

ても支援が途切れることなく、小学校での充実した学校生活に

つながるよう取り組んでまいります。 

 

 

発達に心配があるお子さんについては、保育士は０歳の時点

から気づいていることが多いと伺います。５歳児健診の開始を

機に、保育施設から学校への継続的な情報引き継ぎがより一層

重要になると考えます。学校の先生方が保育施設との連携に関

心を持ち、お子さんの発達について継続的な視点で受け入れて

いただけるよう、教育委員会のご配慮をお願いいたします。保

育施設としても、５歳児健診をしっかりと支えてまいります。 
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これまでも就学前に幼稚園・こども園へお邪魔し、園長先生・

担任の先生からお子さんの状況をお聞きする取り組みを行って

おります。担任が変わっても支援が途切れることなく、小学校

での楽しい学校生活につながるよう、引き続き取り組んでまい

ります。 

 

 

夏季の就学時相談・５歳児健診・就学時健診という流れの中

で、医療・保育・学校が連携した段階的な支援体制が整いつつ

あると感じております。就学前の幼稚園・こども園・保育所と

小学校が連携を深め、入学後に支援が途切れることのない体制

を構築していただければと思います。大変重要な取り組みであ

ると認識しております。 

他にご意見等はございますでしょうか。 

 

 

（なし） 

 

 

それでは、以上で本日の議事を終了いたします。 

 

 

閉会にあたりまして、片岡副会長よりご挨拶をいただきます。 

 

 

（閉会挨拶） 

 

 

（閉会） 

 


